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はじめに 
 

これからの進め方 
 

 ようこそ「聖書」の世界へ！ 「新約聖書」の世界へようこそいらっしゃいました。 

 新約聖書の中の大切な一書「ヨハネによる福音書」を、これから御一緒にゆっくりと学んでいくこ

とにしましょう。2,000 年に及ぶキリスト教の歴史において、どれほど多くの人々がこの福音書に
よって目を開かれてきたことでしょうか。内に潜む暗い闇を照らし出されながらも、なおも心を深く
打たれて力づけられ、又とない「救い」を与えられてきた人たちがどれほどいたことでしょうか。

「ヨハネによる福音書」を生涯の愛読書とし、伴侶とする人々も少なくありません。 

 そんな福音書から、どれだけたくさんのメッセージを聴き取れるでしょうか。どれだけ深くメッ
セージを読み取れるでしょうか。慌てず焦らず、丁寧に味わいながら、御一緒に読み進めていきたい

と思います。毎日を生きるうえで、また人生を生き抜くうえでかけがえのない宝物が見つかりますよ
うに。 

 

・ ・ ・ ・ ・ ・ 

 

 次のような順序でこれからの時間を進めることにしましょう。読み・黙想し、学び・黙想し、聴

き・もう一度 黙想して、聖書の語りかけに触れていきます。頭も心も柔らかにし、探究心と向上心
を豊かにしてそうできたなら、聖書を読むことがきっと楽しくなるのではないでしょうか。また、誰
かしら良き友と語り合いながらそのようにできたら、その楽しさはいっそう増すにちがいありません。 

 

4週をもって、基本の一まとまりとします 

第1週 1. 聖書本文を読みます。（素読
そどく

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書 

 

１ 

初
め
に
言
が
あ
っ
た
。
言
は
神
と
共
に
あ
っ
た
。
言

は
神
で
あ
っ
た
。
こ
の
言
は
、
初
め
に
神
と
共
に
あ
っ

た
。
万
物
は
言
に
よ
っ
て
成
っ
た
。
成
っ
た
も
の
で
、
言

に
よ
ら
ず
に
成
っ
た
も
の
は
何
一
つ
な
か
っ
た
。
言
の
内

に
命
が
あ
っ
た
。
命
は
人
間
を
照
ら
す
光
で
あ
っ
た
。
光

は
暗
闇
の
中
で
輝
い
て
い
る
。
暗
闇
は
光
を
理
解
し
な

か
っ
た
。 

 

神
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
一
人
の
人
が
い
た
。
そ
の
名
は
ヨ

ハ
ネ
で
あ
る
。
彼
は
証
し
を
す
る
た
め
に
来
た
。
光
に
つ

い
て
証
し
を
す
る
た
め
、
ま
た
、
す
べ
て
の
人
が
彼
に

よ
っ
て
信
じ
る
よ
う
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
彼
は
光
で
は

な
く
、
光
に
つ
い
て
証
し
を
す
る
た
め
に
来
た
。
そ
の
光

は
、
ま
こ
と
の
光
で
、
世
に
来
て
す
べ
て
の
人
を
照
ら
す

の
で
あ
る
。
言
は
世
に
あ
っ
た
。
世
は
言
に
よ
っ
て
成
っ

た
が
、
世
は
言
を
認
め
な
か
っ
た
。
言
は
、
自
分
の
民
の

と
こ
ろ
へ
来
た
が
、
民
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
言
は
、
自
分
を
受
け
入
れ
た
人
、
そ
の
名
を
信
じ
る

人
々
に
は
神
の
子
と
な
る
資
格
を
与
え
た
。
こ
の
人
々

は
、
血
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
肉
の
欲
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、
人
の
欲
に
よ
っ
て
で
も
な
く
、
神
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
の
で
あ
る
。 

 

言
は
肉
と
な
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
間
に
宿
ら
れ
た
。

わ
た
し
た
ち
は
そ
の
栄
光
を
見
た
。
そ
れ
は
父
の
独
り
子

と
し
て
の
栄
光
で
あ
っ
て
、
恵
み
と
真
理
と
に
満
ち
て
い

た
。
ヨ
ハ
ネ
は
、
こ
の
方
に
つ
い
て
証
し
を
し
、
声
を
張

り 
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 2. 毎日 繰り返して読み、まずは聖書の言葉そのものに想いを巡らします。（黙想①） 

  ・意味の分かりにくい言葉や箇所はないでしょうか。 

  ・前後の繋
つな

がりがはっきりしない部分はないでしょうか。 

  ・目にしている言葉はどんな時代に・どんな所で・どんな情況の中で語られ、また記され

   たのでしょうか。 

  ・そのような中で、イエス・キリストはいったい、どんな思いや意図をもってその言葉を
   語られたのでしょうか。 

   また、福音書をまとめた著者（たち）はいったい、どんな思いや信仰をもってその言葉
   を書き記したのでしょうか。 

  ・私たちの生きるこの時代や・それぞれの所や・現在の情況の中に、はたして目の前の聖

   書のあり様
さま

と似たようなことがありはしないでしょうか。 

  ・あるとしたなら、私たちはそこでどんな語りかけを主イエスから聴き、著者（たち）か
   ら受け取るでしょうか。 

  ・そして結局、「この私自身」への語りかけとして、私たち一人ひとりはこの月の聖書の
   箇所からどんなメッセージを聴き取るのでしょうか。 

   日ごとの歩みを意味あるものとし、一回限りの生涯を納得のいく確かなものとしてくれ

   る「何か」を見出すことができるでしょうか。 

   私たちの生きる毎日を、薄っぺらな御利益でではなく、深く湛
たた

えられた感謝と力で潤
   してくれる「恵み」というものを見つけることができるでしょうか。 

 3. 想い浮かんだことや想い巡らしたことを書き留めます。（書き留め①） 

   語り合う友がいるなら、自由にざっくばらんに分かち合います。（分かち合い①） 

  ・不明なところ、気づいたこと、知っていること・・・ 

  ・感じたこと、疑問に思うこと、心に響くこと・・・ 

  ・心につまされる点、痛みを憶えさせられる点、悔い改めを迫られる点・・・ 

  ・家庭や学校や職場との関連で、社会や世界の今との関係で、週ごとの教会生活を振り返

   るなかで・・・ 

  ・「隣り人とは誰のことなのだろう」「教会の兄弟姉妹とは何なのだろうか」と自問するな
   かで・・・ 

  ・そして、「この私ははたして、聖書のイエス・キリストとどう向き合っているのか」と
   自分自身を静かに深く見つめ直しながら・・・ 

  ＊ここで書き留めたこと・分かち合ったことをそのままにせず、それらを心に留めて、続

   く3週の学びに生かしていきます。 

 4. 次週（第2週）に行なう「基本の学び」の概要を確認します。 

  ＊聖書箇所のポイントをまとめたものです。一通りざっと目を通し、次週の学びに備えま

   しょう。 
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第2週 1. 聖書の本文について、ここで基本的な事柄を学びます。（基本の学び） 

  ＊掲載の学習内容を見ながら、全体のあらましやカギとなるポイントについて学びます。
   分かりにくい箇所や議論のある点についても考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2. 基本的な点を振り返りながら改めて黙想し、聖書の語りかけにもう一度 想いを巡らし
   ます。（黙想②） 

  ＊黙想①を参考にして 

 3. 想い巡らしたことをいま一度、書き留めます。（書き留め②） 

   語り合う友がいるなら、再度、自由に分かち合います。（分かち合い②） 

  ＊書き留め①、分かち合い①を参考にして 

 ＊次週（第 3 週）は、ここまで 2 週にわたって学んできた聖書の箇所から筆者が聴き取っ
  たメッセージを読みます。これまで自分で書き留め、分かち合ってきた事柄をそれに重
  ねて聞くとき、一人ではなかなか聴こえてこない広くて深い聖書の語りかけがよりさや

  かに響いてくるのではないでしょうか。自分なりに読み取ったメッセージを心にあたた

ヨハネによる福音書 1章1～18節（1） 
――「言は肉となって」（14）を中心にして―― 

	
「初めに言

ことば
があった。言は神と共に・・・」（1） 

・「ヨハネによる福音書」の書き出しの一節です。一度 耳にしただけでもどことなく心に残る印象的な一節
で、大変有名な箇所になっています。皆さんの感想はいかがでしょうか。どんな余韻が心に残るでしょうか。 

・それにしても、「よく知られている」ということと「よく理解されている」ということはやはり必ずしも同じ
でないことがここからも分かるようです。なぜなら、この箇所はその有名さと反比例するかのようにしてとり
わけ難解で、分かりにくいからです。 

・いったい、何がどうなっているのでしょうか。 
 

「言は肉となって・・・」（14） 

・「言は肉
・
となって」とは、なんとも風変わりな言い方ではないでしょうか。普通でない妙な言い方で、異様な

表現とも言えます。「人
．
となって」とか「人の体

．．．
をまとって」とかいうのなら、まだ分からないでもありません

が・・・ 

・ヨハネはなんで、こんな言い方をしたのでしょうか。 

・「肉」と日本語で訳されている言葉は、新約聖書が記された当時のギリシア語では「サ
′
ルクス（σὰρξ＜

σάρξ, σαρκός, ἡ）」という・・・ 

・・・（略）・・・ 
 

「ヨハネによる福音書」誕生の理由 
・・・（略）・・・ 

 

どんな世界がその裏に？ 
・・・（略）・・・ 
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「
そ
れ
し
か
・
・
・
信
じ
ら
れ
る
も
の
が
・
・
・
」 

 

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書 

一
章
一
〜
十
八
節 

  

東
京
の
私
鉄
沿
線
の
、
あ
る
小
公
園
。 

 
時
計
が
午
後
九
時
を
回
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
一
人
、
ま
た
一
人
と
集

ま
っ
て
く
る
。 

 

二
人
の
と
き
も
あ
れ
ば
、
十
人
以
上
の
と
き
も
あ
る
。 

 

こ
の
日
は
六
人
。 

 

す
べ
り
台
の
上
で
、
男
の
子
が
二
人
話
し
て
い
る
。 

 

き
ぃ
ー
っ
、
き
ぃ
ー
っ
と
音
を
響
か
せ
て
ブ
ラ
ン
コ
を
こ
い
で
い
る
の

は
二
人
の
男
子
。 

 

ベ
ン
チ
に
は
男
の
子
と
女
の
子
が
座
っ
て
い
る
。 

 

み
ん
な
中
学
生
だ
。 

 

三
つ
の
市
か
ら
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
や
電
車
で
や
っ
て
き
て
い
た
。

︵
略
︶ 

 

ベ
ン
チ
で
紫
の
バ
ン
ダ
ナ
を
額
に
巻
い
た
﹁
彼
氏
﹂
に
肩
を
あ
ず
け
て

い
た
中
二
の
ミ
ユ
キ
は
、
茶
髪
で
ま
ゆ
の
細
い
、
き
ゃ
し
ゃ
な
子
だ
。 

 

最
初
、
公
園
行
き
を
両
親
に
反
対
さ
れ
た
が
、
友
だ
ち
に
か
け
る
電
話

代
が
月
二
万
円
を
超
え
、﹁
公
園
な
ら
い
く
ら
話
し
て
も
タ
ダ
だ
か
ら
﹂

と
言
う
と
、
黙
認
䥼
䥼
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

小
さ
な
ビ
ニ
ー
ル
の
ア
ル
バ
ム
を
持
ち
歩
い
て
い
る
。
開
く
と
、
女
の

子
五
人
が
海
岸
で
手
を
ふ
っ
て
い
た
。﹁
彼
氏
﹂
と
の
写
真
に
は
、
ピ
ン

ク
と
黄
緑
の
ペ
ン
で
﹁LO

V
E

 LO
V

E

﹂
と
書
い
て
あ
る
。 

 

﹁
楽
し
か
っ
た
こ
と
が
、
い
つ
で
も
パ
ッ
と
思
い
出
せ
る
じ
ゃ
ん
﹂ 

 

学
校
で
の
写
真
は
一
枚
も
な
い
。
中
学
に
は
い
や
い
や
行
っ
て
い
る
。

勉
強
は
、
小
学
校
三
年
く
ら
い
か
ら
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。 

 

  めて読むとさらに良いかもしれません。 

第3週 1. 聖書本文から筆者が聴き取ったメッセージを読みます。（静聴） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2. 分かりにくい点、確かめておきたい点、もう少し聞いてみたい点などを筆者に尋ねたり

   友と話し合います。（Ｑ&Ａ） 

 ＊次週は第4週で、まとめの最後の週になります。最終回として、これまでの全体を想い 

  起こしながら、聖書箇所から それぞれに自分自身へのメッセージを聴き取ります。 

第4週 1. 聖書の本文を、噛み締めるようにして、さらに読み直します。（味読） 

 2. 3 週にわたって学んできた事柄を想い起こしながら、自分自身へのメッセージを探って

   心静かに黙想します。（黙想③） 

  ・自分の生き方への問いかけとして、最後にどんなメッセージを受け取ったでしょうか。 

  ・自分の信仰への語りかけとして、最後にどんなメッセージを聴き取ったでしょうか。 

 3. 締め括りとして、最後にこれまでの全体を振り返りながら、それぞれの感想や思いや心
   境などを友と分かち合えたらすてきですね。（分かち合い③） 

 ＊毎回、「言葉のおみやげ」という資料を最後に掲載します。筆者がメッセージに引用した

  各種の言葉を、言葉の主
ぬし

の簡略な紹介を添えてまとめたものです。個人的な黙想や友と
  の語らいなどの折に役立てば幸いです。 

 


